
白
鷹
へ
の
移
住
後
押
し

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
田
勢
秀
康
さ
ん
が
就
任

　

本
町
へ
の
移
住
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、「
白
鷹
町
ふ
る

さ
と
移
住
推
進
協
議
会
（
役
場

商
工
観
光
課
内
）」
及
び
東
京

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
所
が
受
付
け

て
い
ま
し
た
が
、
移
住
に
関
す

る
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
「
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
、

こ
の
た
び
東
京
か
ら
移
住
さ
れ

た
田
勢
秀
康
さ
ん（
黒
鴨
在
住
）

が
就
任
さ
れ
、
協
議
会
長
の
横

澤
副
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

田
勢
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
で
の
町
紹
介
や
、
相
談
会
の

対
応
、
下
見
来
町
さ
れ
た
方
の

案
内
な
ど
、
先
輩
移
住
者
の
視

点
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

環境衛生の推進と環境整備のために――
長年の活動を称え衛生功労者表彰

　

４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
区

長
・
副
区
長
・
町
内
長
会
の
席

上
に
お
い
て
、
白
鷹
町
衛
生
組

合
連
合
会
（
海
老
名
愼
一
郎
会

長
）
か
ら
髙
橋
弘
夫
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
浅
立
婦
人
会

（
代
表
・
菊
地
幸
子
さ
ん
）
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
平
成
18
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
の
12
年
間
、
浅

立
支
部
長
と
し
て
精
励
さ
れ
、

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で

は
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
浅
立
婦
人
会
に
お
い
て

は
、
平
成
10
年
度
頃
よ
り
地
区

内
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
で
環
境
美
化
推
進
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
の

推
進
と
環
境
整
備
の
た
め
積
極

的
な
指
導
と
実
践
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
た
び
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
委
嘱
状
を
交
付

新
た
に
三
浦
康
さ
ん
が
着
任

　

４
月
２
日
、
白
鷹
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
委
嘱
状
交
付
式

が
町
長
室
で
行
わ
れ
、
現
隊
員

の
石
井
紀
子
さ
ん
、
遠
藤
真
弓

さ
ん
、
茅
野
唯
さ
ん
に
加
え
、

今
年
度
よ
り
新
た
に
加
入
し
た

三
浦
康
さ
ん
に
佐
藤
町
長
よ
り

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
７
人
目
の
協
力
隊
と

な
っ
た
三
浦
さ
ん
は
、
北
海

道
札
幌
市
の
出
身
。
写
真
や
登

山
が
得
意
で
、
今
ま
で
に
雑
誌

の
編
集
や
造
林
関
係
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は

町
観
光
協
会
で
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
や
運
営
に
係
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
石

井
さ
ん
と
遠
藤
さ
ん
は
蚕
桑
地

区
、
茅
野
さ
ん
は
鷹
山
地
区
を

拠
点
に
、
引
き
続
き
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
町
お
こ

し
を
し
て
い
き
ま
す
。

緊
張
の
面
持
ち
で
佐
藤
町
長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
取
る
隊
員
た
ち

横
澤
副
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け

取
る
田
勢
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

感謝状を手にする髙橋さん表彰状を手にする菊地さん
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長
年
の
研
究
の
成
果
を
皆
さ
ん
へ
―
―

守
谷
英
一
氏
が
町
に
博
士
論
文
を
寄
贈

　

高
校
の
教
員
を
退
職
後
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
に
在

籍
し
研
究
を
進
め
ら
れ
た
守
谷

英
一
氏
（
荒
砥
甲
）
よ
り
、
研

究
取
材
の
際
に
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
の
御
礼
と
し
て
、
博

士
号
取
得
の
元
に
な
っ
た
論
文

を
町
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

論
文
の
題
目
は
「
近
現
代
社

会
に
お
け
る
在
来
の
手
仕
事
の

社
会
文
化
的
環
境
適
応
」。
白

鷹
紬
や
深
山
和
紙
等
、
町
内
外

に
伝
わ
る
手
工
芸
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
地
場
産
業
と
し
て
の

歴
史
や
生
活
文
化
に
つ
い
て
深

く
掘
り
下
げ
ま
と
め
ら
れ
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
３
月
31

日
付
で
博
士
号
（
芸
術
工
学
）

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
論
文
は

町
立
図
書
館
に
置
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
の
栄
光
を
た
た
え
て

平
成
29
年
度
成
績
優
秀
者
に
激
励
金
を
交
付

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
さ
れ

た
方
々
に
、
町
よ
り
激
励
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
第
３
期
分
と
し

て
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

成
績
優
秀
者
は
左
記
の
11
人
で

す
。

２
29 70

２ 70

２ 36

２ 36

２ 73

２
JOC 14

２ 48

５ 12

６ 12

２ 29

４ 29

寄
贈
い
た
だ
い
た
論
文
を
手
に
す
る

守
谷
さ
ん

４月６日に行われた交付式

　

今
年
度
よ
り
、
町
が
生
産
量

日
本
一
を
誇
る
紅
花
を
栽
培
す

る
体
験
学
習
が
町
内
全
小
中
学

校
で
始
ま
り
、
各
学
校
の
児
童

生
徒
が
４
月
中
に
紅
花
の
種
ま

き
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
、
白
鷹
中
学
校
の

１
年
生
94
人
が
畔
藤
地
区
に
あ

る
紅
花
畑
で
種
ま
き
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
「
白

鷹
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
会
（
布

施
信
弘
会
長
）」
の
会
員
よ
り

紅
花
に
つ
い
て
概
要
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
各
班
に
分
か
れ

て
作
業
を
開
始
。
生
徒
た
ち
は

「
ち
ゃ
ん
と
芽
が
出
る
か
心
配

だ
け
ど
、
元
気
に
立
派
に
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
手
作
業
で
て
い

ね
い
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
今
後
、
間
引
き

と
収
穫
を
経
て
、
紅
餅
作
り
ま

で
体
験
す
る
予
定
で
す
。

紅
花
を
育
て
、
郷
土
愛
を
育
む

町
内
全
小
中
学
校
で
紅
花
栽
培
が
ス
タ
ー
ト

立
派
に
育
つ
こ
と
を
願
い
な
が
ら

紅
花
の
種
を
ま
く
生
徒
た
ち
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